
 

 

４〝 ふくし 〞の学びの充実 

 

 「ふくしの学び」を通じた実践の中で、「共に生きる力」「共に育つ環境」「他者を

尊重できる豊かな心」へと結びつけ、「○ふだんの○くらしの○しあわせ」への関心を高める

ことを目的に実施します。 

 

１ 実践からの報告 

（１）平成 27年 5月 15日  

大阪区民カレッジ北校（大阪府高齢者大学校姉妹校） 45名  

１）社会福祉協議会について 

２）障がい者の生活を知ろう! 

・身体障がい者の生活を知ろう! 

     身体障がい者の生活を DVDから考える。 

・視覚障がい者の生活を知ろう! 

     視覚障がい者の生活を DVDから考える。 

３）子ども貧困を考えよう! 

智の物語から（DVD）から考える。 

  

（２）平成 27年 5月 22日 大阪区民カレッジ北校 45名  

・地域包括支援センターについて 

・介護保険について 

・介護予防事業について 

・大阪市ボランティア・市民活動センターについて 

・まちともサービスについて 

 

（３）ＥＣＣ専門学校（学校法人山口学園）サービスラーニングへの協力 

  １）平成 27年 6月 10日 

ＥＣＣアーティスト専門学校（エステティシャンコース１年生 20名） 

   ・「福祉」について 

・「専門性を活かしてできること」、「専門外でできること」を考える 

＊今後、福祉系専門学校との交流を通じた福祉学習を検討する予定。 

  ２）平成 27年 6月 30日 ＥＣＣ国際外語専門学校（子ども英語コース 25名） 

   ・「北区福祉ふれあいフェスタ」参加に向けた事前授業 

・「北区福祉ふれあいフェスタ」参加（11月 7日） 

・振り返り授業（予定） 

  ３）ＥＣＣアーティスト専門学校（ビューティーアドバイザーコース） 

   ・メイク技術を活かした社会貢献について（予定） 

  ４）ＥＣＣ国際外語専門学校（ホテルコース） 

   ・卒業制作（カフェラポール）への協力 

  ５）ＥＣＣ社会貢献・国際交流センター 

   ・学生に向けた車椅子学習のための協力（車椅子貸出） 



 

 

 

（４）平成 27年 6月 19日  

いちょうカレッジ（大阪市生涯学習まちづくり市民大学） 14名 

   福祉とまちづくり～「まちとも」にスポット～ 

・「有償の住民参加型在宅福祉サービス」という新たな社会参加の形の事例紹介。 

・他区や他団体の活動も合わせて紹介し、参加者が自分の住む地域で参加ができる

よう促す。 

・北区では「まちともサービス」に関してもＣＳＷが総合相談の視点から相談に応

じていることを説明する。 

・「まちともサービス」を住民が必要なカタチにするために、会員とともに作り上

げていく。 

 

（５）小地域福祉活動計画策定における“ふくし” のまなび 

  平成 27年 4月 17日 中津地域小地域福祉活動計画  第 4回策定委員会 10名 

平成 27年 5月 7日  豊崎東地域小地域福祉活動計画 第 1回策定委員会  24名 

平成 27年 5月 18日 中津地域小地域福祉活動計画  第 5回策定委員会 18名 

平成 27年 6月 18日 中津地域小地域福祉活動計画  第 6回策定委員会 19名 

平成 27年 6月 24日 豊崎東地域小地域福祉活動計画 第 2回策定委員会 33名 

 

 

２ 今後の予定 

（１）平成 27年 7月 2日、3日  天満中学校 2年生 15名  

  ・認知症サポーター養成講座 

  ・デイサービス体験 

  

（２）平成 27年 9月予定  新豊崎中学校 

  ・福祉の視点からの防災教育 

 

（３）平成 27年 11月予定  新豊崎中学校 2年生 

  １）視覚障がい者と共にスポーツを楽しむ 

  ・バレーボール大会   ・ゴルフ 

 

（４）豊崎中学校（日程調整中）  

  ・福祉学習（車椅子体験） 

 

（５）小地域福祉活動計画シンポジウム（平成 27年度末予定） 

  平成 27年度中の取組み地域による報告会を開催し、地域福祉活動計画の意義と策

定に向けた実践のノウハウの共有を行うことで、次年度以降取組み予定の地域への喚

起を促し、地域住民の参加と協力による支え合い、助け合い活動等区民の自律的な地

域福祉活動を推進する。  


